
 

 

 

 

卒業生の皆さんへ 

平成３１年４月に始まった今年度，５月に「平成」から新元号「令和」に改められました。新

天皇即位の明るい話題の中での歴史的な年度の卒業となるのかと思いきや…。今年になってから，中国に端を

発した新型コロナ感染症の影響は日本国内だけでなく，世界中に被害が拡大しています。そのため，６年間を

過ごしてきた小学校生活が最後の最後にきて大変慌ただしいものになってしまいました。本来ですと，卒業に

向けて粛々と準備や練習をしなければいけない時期だったのですが，約３週間に及ぶ臨時休校は感染拡大を防

ぐためのベストな選択だったと考えて下さい。 

さて，本日卒業を迎える卒業生の皆さん。今日この日を迎え，どのような気持ちでしょうか。おそらく，６

年間も通い続けたので，小学校を卒業するという実感がわかない人が多いのではないのでしょうか。これから

を長く生きていく中で，人生の節目が何回もやってきます。来月には，もう中学校入学。３年後は中学の卒業

式。その後も，高校や大学に進学するたびに入学式・卒業式があります。その他にも，成人式，結婚式なども

あります。ぜひ，その節目節目で自分を見つめ直したり，家族や友人をはじめ身近な人たちに感謝したり，自

分の気持ちをリセットしたり，モチベーションを上げたりできるといいですね。 

 残念ながら本日の卒業式には，在校生も来賓もいません。しかし，先生方と家族の方々が，心の底から卒業

生の皆さんを祝福しています。Congratulations on your graduation！（卒業，おめでとう！） 

 

卒業生保護者の皆さまへ 

保護者の皆様，本日はお子様のご卒業，誠におめでとうございます。突然ですが，下の作文をお読み下さい。

臨時休校直前に学級でクラスメイトに手紙を書いたそうです。 

 私は担任からこの作文を見せてもらった時，このような感想を抱いていた卒業生がいることを大変嬉しく思

いました。同じような気持ちの子が多数いました。本人の努力，度量，性格等もあるでしょうが，ご家庭での

後押しが何よりも大きかったと思います。 

保護者の皆様やご家族の温かい愛情という土中に根を張り，筍のように地表にピョコンと頭を出したのが12

年前でした。ここまでの成長には，いつも周囲に風や雪を防ぎ，筍の成長を見守っていたしなやかな青竹の存

在を忘れてはならないでしょう。今度は卒業生自身が筍から脱皮して，「しなやかさ」を身につけた青竹に成長

していく番です。成長していく過程には順調なときもあれば，そうではないときもあるでしょう。ぜひ，保護

者の皆様には，引き続き今後も子どもたちの大切な土壌としての役割を果たしていって頂きたいと思います。 

結びになりますが，これまで６年間，敷島北小学校教育活動へのご理解とご協力に深く感謝申し上げます。 

卒業生ご家族の皆様のご健康と益々のご活躍を切に願っております。 
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クラスのみんなへ 

６年間今までありがとうございました。１年生の時は自分にたくさん友達ができると思わなかったし，クラスになじめると思わな

かったです。このクラスは，うるさくて，ろくに先生の言うことを聞かなかったり，できなかったり，周りから見たら，ある意味すごい

クラスだなって思うかもしれないけど，個人的には，すごいいいクラスだなって思っています。楽しいし，バカしてても許されるよ

うな感じで。でも，中学行ったら今までやっていたことができなくなるのかなって悲しくなります。中学に行って離れていたりクラ

スが違ったりしても仲良くして下さい。 

～ 卒業生の作文から ～ 
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